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Water security, being often used as a justifying reason for promoting market 
liberalization of water sector in the developing countries, exhibits the weakness of the 
concept of human security. This study aims to suggest the way to overcome this by 
exploring the possibilities of another important concept of agency in the works of Amartia 
Sen. Applying its analytical framework drawn from sociological theories to the case of 
water insecurity in southwestern Bangladesh, the study shows that agency analysis can 
secure our view to the people as the central agents of development and security 
achievement, that it necessitates us to understand particular insecurity to be prioritized 
and capacities and measures to be enhanced strictly within the context of lived experiences 
of the people, and that it also demands and enables us to explore how the broader structure 
conditions the people’s capabilities and security.































































































































































































































































































同事業で建設された 108 の輪中堤（polder）は、沿岸一帯の 140 万ヘクタールの土地を囲んだ。
南西部には、概ね 1960 年代のうちに 37 の輪中堤が建設された。しかし、この南西部一帯で築
























に長くなり、2008 ／ 09 年には、乾期も終わりに近い 3月になっても、域内低地の多くは池の
ように湛水していた。同年のコバダック川洪水で村のほぼ全域が被災したA村（298世帯）では、
聞取りを行った 55世帯の 85％が、家屋ないし耕地での湛水被害を 2000 年から毎年受けており、
65％はそのたび、冬場を挟む約 3～ 6カ月の間、避難所につくった簡易な小屋での生活を余儀
なくされてきた。この間、政府や NGOから支援物資は届けられるものの、家族数の多い世帯


















Jessore Drainage Rehabilitation Project: KJDRP）」は、WDBが湛水を解決するべく ADB
の融資を受けて実施した事業であるが（1994-2002 年）、当初は構造物アプローチを内容として








































めるなら、1980 年代後半に実施された 3回の JBでは、低地からの排水に力点が置かれ、土砂
による低地の嵩上げよりは、排水による直接の湛水解決ないし軽減に期待が向けられてい
た 13）。ところが 1990 年代に実施された 3回の JBでは、住民らは明らかに水門前に堆積した
土砂を堤内に導入することを狙いとし、低地を嵩上げしながら湛水と堤外堆砂を解決すること












































































（1994~2003 年）に開始された 1件目の TRM（2002 ～ 2005 年）の後、2件目は政府の自主財



















































































３）2011 年 10 月時点で 35 ある課題ごとに、複数の企業や政府関係機関、地方自治体、学会・協会、
NPO、個人が参加している。













































15）1997 年から 4年間の JBが実施されたバイナ・ビールの周辺住民への聞き取り。
16）1990 年から 4年間の JBが実施されたダカティア・ビール周辺住民への聞き取り。
17）バングラデシュ開発組織協議会（Association of Development Agencies of Bangladesh: ADAB）およ
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